
1 
 

具体的方策の主体別整理 

記 載 区 分 
具 体 的 方 策 

国 学校・設置者等 

１ 少子化が加速する地域における高等学校教育の在り方 

 
 
 

遠隔授業における受

信側の教室の体制に

係る要件の弾力化 

〇中山間地域や離島等に立地する小規

模高等学校において、一定の基準の

下、教師に代えて職員を配置すること

が可能となるよう、具体的な基準を定

めるとともに要件を弾力化 
〇受信側の教室における教職員の配置

について、常駐以外の方法により、授

業運営や生徒の安全管理上問題のな

い配置が可能かどうか実証研究を実

施し、その結果を踏まえ、必要な取組

を実施 

〇左記の国が定める基準・要件を踏まえ、

対面授業と比較して教育の質の確保を

図ることに留意しながら、必要に応じて

教科・科目充実型の遠隔授業を実施 

 

遠隔授業における対

面授業に係る要件の

弾力化 

〇受信校が離島・中山間地域に立地する

等の事情により、配信側から受信校の

距離が遠いことで出張負担が過度に大

きい等の場合に、一定の基準の下、当

該教科・科目の単位数にかかわらず対

面授業を年間１単位時間以上とするこ

とも可能となるよう、具体的な基準を

定めるとともに要件を弾力化 

〇左記の国が定める基準・要件を踏まえ、

対面授業と比較して教育の質の確保を

図ることに留意しながら、必要に応じて

教科・科目充実型の遠隔授業を実施 

配信センターの体

制・環境整備、学校間

連携等の促進 

〇連絡調整・支援スタッフの配置等の体

制整備や機材等の環境整備に向けた

支援を実施しつつ、原籍校で開講され

ない科目の履修など生徒の多様な学

習ニーズに幅広く対応するための遠

隔授業や学校間連携等の優良事例を

創出・普及促進 

〇遠隔教育や通信教育を活用した積極的

な学校間連携等のネットワークを構築

（配信センターを設置）し、原籍校で開

講されない科目の履修など生徒の多様

な学習ニーズに幅広く対応 
〇優良事例を参考にし、生徒の多様な

学習ニーズに幅広く対応するた

めの遠隔授業や学校間連携等の一層

の活用 

通信教育の活用に向

けた制度改正 
〇国内の他の高等学校に一定の期間留

学することにより特定の科目を履修す

る機会を特別に設ける必要がある生徒

など、特別の事情を有する生徒を対象

に、全日制・定時制課程においても通

信教育が活用可能となるよう制度改正 

〇左記の場合に必要に応じて通信教育を

活用 

（別添資料 1） 
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スクール・ミッショ

ン、スクール・ポリシ

ー等を踏まえた学校

の特色化・魅力化 

〇スクール・ミッション、スクール・ポ

リシーの策定・運用状況を確認し、実

効性あるものとなるよう、不断の改善

などの働きかけを実施 
○卒業認定や単位認定の要件等、生徒の

学びに係る学内の規程について、適切

な見直しと、生徒や入学志願者などの

学校内外の関係者がその内容を把握

できるようにしておく必要がある旨

を周知 
〇普通科改革など、各学校の特色化・魅

力化を引き続き進め、生徒にとって魅

力的な学校づくりを支援 

〇スクール・ミッション、スクール・ポリ

シーの策定、これらを踏まえた学校運

営・教育活動の展開、不断の改善（卒業

認定や単位認定の要件等、生徒の学びに

係る学内の規程についての適切な見直

しや、生徒や入学志願者などの学校内外

の関係者がその内容を把握できるよう

整備することを含む） 
〇普通科改革の検討を含め、高校の特色

化・魅力化を推進 

 

都道府県と市町村の

連携・協力による学校

運営 

〇都道府県と市町村の連携・協力による

学校運営について、各地方公共団体の

ニーズを聴き取りながら、その実現に

向けて取り得る方策を整理 

〇必要に応じて検討・実施 

地域や学校を越えた

生徒同士の学びのプ

ラットフォームの構

築 

〇地域や学校を超えて、生徒同士がつな

がり、同じ志を持っている同世代から

学ぶといったことを可能とするプラッ

トフォームを構築 

〇左記プラットフォームを通じて地域や

学校を超えた生徒同士のつながりを可

能にしたうえで、総合的な探究の時間等

を充実 

学校と地域社会の連

携・協働の推進 
〇高等学校におけるコミュニティ・スク

ールの導入や地域学校協働活動推進員

等の配置を促進 

〇コミュニティ・スクールの導入や地域学

校協働活動推進員の配置等により、家庭

や地域、企業等の関係機関と連携・協働

した教育活動を展開 

学校における働き方

改革の推進、コーディ

ネーター等の配置支

援 

〇学校における働き方改革を進め、必要

な業務を精選 
〇コーディネーター等の専門人材の配

置拡充に向けた支援を実施 

〇学校における働き方改革を進め、必要な

業務を精選 
〇コーディネーター等の専門人材の配置

を拡充 

２ 全日制・定時制・通信制の望ましい在り方 

 全日制・定時制課程における不登校生徒の学習機会の確保 

 
 
 
 
 
 
 

遠隔授業・通信教

育の活用 

 
 

〇全日制・定時制課程における不登校生

徒の学習機会の確保に向けて、合計36
単位の範囲内において、 

・自宅等から同時双方向型の遠隔授業の

受講を可能とする制度改正を実施 
・オンデマンド型の学習を可能とする通

信教育について、学びの多様化学校 

（全日制・定時制の高等学校） 
〇左記制度改正を踏まえて、不登校生徒の

学習機会の確保に向けて、同時双方向型

の遠隔授業や通信教育を活用 
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 （いわゆる不登校特例校）の指定を受け

ずとも活用可能とする制度改正を実施 
 

  柔軟な履修・修得

を認める運用 
〇授業時数の３分の２以上の出席など

の慣例的な出席要件を生徒が満たせな

かった場合でも、学校が一人一人の実

情に応じて柔軟に履修・修得を認める

運用となるよう、上記制度改正と併せ

て周知・促進 

（全日制・定時制の高等学校） 
〇生徒一人一人の実情に応じて柔軟に履

修・修得を認める運用を実施 

同時双方向型の遠

隔授業や通信教育

の活用に向けたモ

デル創出 

〇機材整備や支援スタッフの配置など、

体制・環境整備に向けた支援を実施し

つつ、柔軟で質の高い学びの優良事例

を創出・発信 

（全日制・定時制の高等学校） 
〇優良事例を参考にし、同時双方向型の遠

隔授業や通信教育の活用等の柔軟で質

の高い学びを実施 

 学びの多様化

学校（いわゆる

不登校特例校）の

設置促進 

〇不登校生徒の実態に配慮した特別の

教育課程を編成して教育を実施するこ

とができる学びの多様化学校（い

わゆる不登校特例校）の設置を促進 
○設置者による申請の簡略化を促進 

〇学びの多様化学校（いわゆる不登

校特例校）を設置 

校内教育支援セン

ターの設置促進等 
○教育支援センターの機能強化や、学校

内で安心して学ぶことのできる校内教

育支援センターの設置を促進 

○教育支援センターの機能強化や校内教

育支援センターを設置 

 

欠席日数や内申点

にかかわらず、安

心して高等学校に

進学することがで

きる環境整備 

〇自宅等における学習成果の成績への

反映を促す制度改正を実施 
〇高等学校入学者選抜について、在籍す

る学校における出席の状況のみをもっ

て不利益な取扱い（例えば、欠席日数

のみをもって出願を制限する等）を行

わず、不登校経験を有する生徒の高等

学校で学ぶ意欲・能力を適切に評価す

るよう実施者に対して配慮を促す 

（各中学校等） 
〇自宅等における学習成果を成績に反映 

〇高等学校入学者選抜の見直し 

通信制課程における

優良事例の創出等 
〇通信制課程の質の確保・向上に向けて

必要な取組を実施 
〇人間関係を構築しながら、自分のよさ

や可能性を認識し、多様な人々 と協働 

（通信制の高等学校） 
〇法令等を踏まえた教育活動の実施 
〇優良事例を参考にし、在籍生徒が人間関

係を構築しながら、自分のよさや可能性 
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 する環境を整えるために、モデルとな

る優良事例の創出・発信 
〇心理的・福祉的支援やキャリア支援の

在り方に関する調査研究を実施 

を認識し、多様な人々 と協働する教育活

動を展開 
〇調査研究の成果を参考にし、在籍生徒へ

の心理的・福祉的支援やキャリア支援を

充実 

通信制課程に係る情

報発信 
〇文部科学省のＨＰ等において、通信制

課程の制度や特徴等に係る情報の記載

の充実を図る 

（通信制の高等学校） 
〇各学校における法令等に基づく情報公

表を実施 

継続的な実態調査 〇不登校の生徒本人に対する継続的な

実態調査を実施 
 

心理・福祉分野に強み

や専門性を有する教

師の育成等 

〇スクールカウンセラー・スクールソー

シャルワーカーの配置を支援 
〇心理・福祉分野に強みや専門性を有す

る教師の育成等に向けて研修プログラ

ム・教材作成支援等を実施 

〇スクールカウンセラー・スクールソーシ

ャルワーカーの配置拡充 
〇左記研修プログラム・教材を活用しつ

つ、心理・福祉分野に強みや専門性を有

する教師を配置 

 公立の通信制高等学

校等の機能強化、学校

間連携等の促進 

○機材整備や連絡調整・支援スタッフの

配置など体制・環境整備に向けた支援

を通じて公立の通信制高等学校等を

機能強化しつつ、これを域内の中心拠

点・配信センターとして、原籍校で開

講されない科目の履修など生徒の多

様な学習ニーズに幅広く対応する学

校間連携等のネットワークの優良事

例を創出・普及促進 
〇学期ごとの単位認定や学年による教

育課程の区分を設けない単位制への移

行の在り方について調査研究を実施 

〇遠隔教育や通信教育を活用した積極的

な学校間連携等のネットワークを構築

（公立通信制高校を機能強化）し、安定

して登校することが難しい生徒の学び

の保障や、生徒の多様な学習ニーズに幅

広く対応 
〇優良事例を参考にし、学校間連携等の一

層の活用 
〇調査研究の成果を踏まえ、学期ごとの単

位認定や単位制への移行を検討 

通級指導に向けた体

制整備 
〇通級指導を受ける生徒にとって効果

的かつ効率的な巡回指導の実施に向

けたモデル構築を行い、全国的な普及

を促進 
〇校内支援体制の充実に向けて、教職員

の配置を含む指導体制等の在り方を検

討 

〇左記モデルを参考にし、通級指導を受け

る生徒にとって効果的かつ効率的な巡

回指導を実施 
〇校内支援体制を充実 

日本語指導に向けた

体制整備 
〇外国につながる生徒等に対する各種

支援を実施するための総合的な体制の

整備に向けた支援を一層推進 

〇外国につながる生徒等に対して、NPO
法人や企業等の地域の関係団体等と連

携した日本語指導や各種支援を実施 
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学校と地域社会の連

携・協働の推進（再掲） 
〇高等学校におけるコミュニティ・スク

ールの導入や地域学校協働活動推進員

等の配置を促進 

〇コミュニティ・スクールの導入や地域学

校協働活動推進員の配置等により、家庭

や地域、企業等の関係機関と連携・協働

した教育活動を展開 

３ 社会に開かれた教育課程の実現、探究・文理横断・実践的な学びの推進 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

普通科改革の推進、コ

ーディネーターの配

置支援 

〇新しい普通科の設置に当たり必要な

関係機関等との連携協力体制の整備や

コーディネーターの配置に向けた支援

を実施 
〇コーディネーターの育成や活用を支

援するための全国プラットフォームを

構築 

〇関係機関等との連携協力体制の構築や

コーディネーターの配置の充実を図り

つつ、探究的な学び・STEAM 教育等の

文理横断的な学び・実践的な学びの展開 
〇普通科改革の検討を含め、高校の特色

化・魅力化を推進 

国際的な教育を行う

高等学校の整備推

進・運営支援 

〇グローバル人材育成に資する拠点校

の整備など国際的な教育を行う高等学

校の整備推進・運営支援を実施 

（グローバル人材育成に資する拠点校） 
〇国内外の大学等との連携により文理横

断的な知を結集し、社会課題の解決や学

術的な問いに向き合う探究的な学びを

展開 

理数系教育の更な

る充実 
〇スーパーサイエンスハイスク

ール（SSH）における取組を更

に充実させ、高等学校段階にお

ける生徒の理数系教育への興

味・関心をより一層向上 

〇スーパーサイエンスハイスクー

ル（SSH）の成果を参考にしつつ、

高等学校段階における生徒の理

数系教育への興味・関心の一層の

向上に向けて必要な取組を実施 

産業界等と専門高校

の連携・協働の強化 
〇専門高校における社会に開かれた教

育課程を実現する取組について、優良

な先進事例を発信するとともに、産業

界等と専門高校の連携・協働の強化を

図り、取組の横展開を支援 

（専門高校） 
〇企業等の外部の方が学校運営に参画し、

教育界と産業界等をつなぐ役割を持っ

た人材が伴走しながら、協働して社会に

開かれた教育課程を実現する取組を展

開 

学校における働き方

改革の推進 
〇多様な支援スタッフの充実、校務のデ

ジタル化等の学校DXの推進をはじめ

とするICT環境の整備、学校向け調査

の削減・効率化など学校における働き

方改革を総合的に推進 

 

〇多様な支援スタッフの充実、校務のデジ

タル化等の学校DXの推進をはじめとす

る ICT 環境の整備、学校向け調査の削

減・効率化など学校における働き方改革

を総合的に推進 
○肥大化しがちな教育活動や業務内容に

ついて、スクール・ポリシーを基準にし

て精選・重点化 

教師の資質・能力の向

上 
〇教師が効果的・効率的に研修を受講で

きるようにするため、多様な主体がオ

〇左記研修を活用し、教師の資質・能力の

向上を図る 
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ンライン研修コンテンツを開発する取

組を支援し、喫緊の教育課題に対応す

る研修コンテンツや、キャリアステー

ジに応じて校務分掌を担う教師に対す

る研修コンテンツの充実を図る 
〇教師自らの課題を探究する力や、探究

的な学びをデザインし、マネジメント

する力の育成に向けて、国と教育委員

会や大学等が連携し、探究型の研修開

発・普及を推進 

大学入学者選抜の改

善 
〇入学志願者の思考力・判断力・表現力

等を適切に評価するなど、学力の３要

素の多面的・総合的な評価への速やか

な改善に向けた取組を推進 
〇入学後の学修に必要となる能力・適性

等をできるだけ正確に判定することが

できるよう、大学入学者選抜の在り方

を適切に見直す必要があることについ

て大学に対して効果的に促す。その際、

文理横断的な学びを進める観点での出

題科目の見直し等も促進 
〇高等学校教育と大学教育の連携を推

進 

（各大学等） 
〇入学志願者の思考力・判断力・表現力等

を適切に評価するなど、学力の３要素の

多面的・総合的な評価への改善や、入学

後の学修に必要となる能力・適性等をで

きるだけ正確に判定する観点、文理横断

的な学びを進める観点等からの大学入

学者選抜の在り方の適切な見直し 
〇高等学校教育と大学教育の連携を推進 

学校と地域社会の連

携・協働の推進（再掲） 
〇高等学校におけるコミュニティ・スク

ールの導入や地域学校協働活動推進員

等の配置を促進 

〇コミュニティ・スクールの導入や地域学

校協働活動推進員の配置等により、家庭

や地域、企業等の関係機関と連携・協働

した教育活動を展開 

公立の通信制高等学

校等の機能強化、学校

間連携等の促進（再

掲） 

○機材整備や連絡調整・支援スタッフの

配置など体制・環境整備に向けた支援

を通じて公立の通信制高等学校等を

機能強化しつつ、これを域内の中心拠

点・配信センターとして、原籍校で開

講されない科目の履修など生徒の多

様な学習ニーズに幅広く対応する学

校間連携等のネットワークの優良事

例を創出・普及促進 
〇学期ごとの単位認定や学年による教

育課程の区分を設けない単位制への移

行の在り方について調査研究を実施 

〇遠隔教育や通信教育を活用した積極的

な学校間連携等のネットワークを構築

（公立通信制高校を機能強化）し、安定

して登校することが難しい生徒の学び

の保障や、生徒の多様な学習ニーズに幅

広く対応 
〇優良事例を参考にし、学校間連携等の一

層の活用 
〇調査研究の成果を踏まえ、学期ごとの単

位認定や単位制への移行を検討 


	（別添資料1）具体的方策の主体別整理



